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日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
設

に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年

に
開
設
さ
れ
た
事
業
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的
は
海
外

の
日
本
研
究
者
と
日
本

の
研
究
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

研
究
と
い
う
人
間
の
営
み
は
、
フ
ォ
ー

マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
議
論
や

情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す

こ
と
を
願
い
、
様
々
な
研
究
者
が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な

「
広
場
」
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

梅

原

猛
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(
一
)
中

国

の
正
月
行
事

の
は
じ

ま
り

中

国

の
旧
暦

の
お
正
月

は

「
年

」
と

言

い
ま

す

。
中

華

民
族

の
多

彩

な
祭

日

の
中

で

、
も

っ

と
も
重
大

な

、
も

っ
と

も
民

族
的
特

色

を
持

つ
祭

日
が

こ
の

「
年

」

で
す

。

最
初

に

「
年

」
を
記
録

し

た
書
籍

は
漢

の
時

の
辞
書

『
爾
雅
』

で
、
「
夏

日
歳

、
商

日
祀

、

周

日
年
、
唐
虞

日
載

」
と
書

い
て
あ
り

ま
す

。
な

ぜ

、
周

の
時

に

「
年

」

と
称

す

る

よ

う

に
な

っ

た
か
と

い
う
と

、
周

の
時

代

は
と

て
も

農
業

を
大
事

に
し
た
時
代

で
、
「
年

」
と

い
う
時

間

概

念

が
農
作
物

の
生

長

の
周

期

よ

っ
て
、
次

第

に
認
識

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。
公

元

百

年

に

で
き
た

『
説

文
解

字

』

で
も

、

一
年

」

に

つ
い

て

「
穀

熟

也

」

と

説

明

し

、
『
穀

梁
伝

』

で
は

「
五
穀
皆

熟
為

有
年

、
五
穀

皆
大
熟

為

大
年

」
と
解
釈

し

て
い
ま
す

。

つ
ま

り
、
「
年

」

は
.
「
稔

」

で
あ
り

、
稲

穂
が

実
り
熟

す

こ
と
を

祈

り

つ
つ
念

ず

る
意

味

で
す

。

西
周

の
初

期
ご

ろ
、
{
年

」
は
農

業

の
豊

作
を

祝
う

行
事

で
あ

っ
た

こ
と

が
伺

え
ま
す
。
勿
論
、

祝

う
と
同
時

に
、
豊

作
を

も

た
ら
し

て
く
れ

た
先
祖

に
感

謝

し

、
来

年

の
豊

作

を

祈

願

し

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
の

で
、
「
年

」

の
時

に
は
新

米

を
炊

い
た
御
飯

と
新

穀

で
作

っ
た
酒

を

先

祖

に
お

供

え
し
ま

し
た

。

厳
格

に
言

え
ば

、
周
代

の

「
年

」

の
行
事

は
祭

日
と

は
言

え

ず

、

た

だ

新

年

と

旧

年

の
交

代

の
時

に
や

る
行
事

で
、
固
定

さ

れ
た

日

で
は

あ
り

ま

せ

ん

で
し

た

。

し

か

し

、

こ
れ

が

以
後

の
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「
年

」

の
祭

日

の
初

ま

り

で
し

た
。

中

国

の
祭

日
と
年
中

行

事

は
、
ほ
と

ん
ど
漢

の
時

代

に
定

着

し
ま

し

た

。

漢

王

朝

は

そ

の
初

期

に

胴
休

養
生

息
」

の
政
策

を
取

り
、
社
会
安

定

と

経
済

繁

栄

を
求

め

る

こ
と

に

よ

っ
て

、

祭

日

の
風

習
を

形
成

す

る
歴
史

的
条
件

を
整

え

ま
し

た
。

ま
た

、
暦

は
年

中
行

事
形

成

の
重
要

な
素
因

で
す

が

、

古

代

中

国

で
は
北

斗

七

星

の
斗

の
幹

の
回

転

に
よ

っ
て
暦

を
決

め

て

い
ま

し
た
。
し

か
し

、
年

の
時

間

概

念

は

王

朝

が

変

わ

る

こ
と

に
よ

っ
て
も
変

わ

り
ま

し
た
。
と

い
う

の
は

、
新

し

い
王

朝

が

出

来

た

時

、

必

ず

月

の
順

序

を

変

更
し

た

か
ら

で
す

。
代

が
変
わ

っ
た
第

一
の
月

を

「
正

月

」

と

称

し

ま

し

た

の

で
、

よ

く
混

乱

が
生

じ

ま
し

た
。

し
か

し

、
漢
武

帝

の
時

に

『
太
初

暦
』
が
作

ら

れ

、

夏

暦

の
正

月

を

一
年

の
始

ま

り

と

し

、

二
十

四
節

気
を

暦

に
編
入

し
ま

し
た

。
確

か

に
そ
れ

以

後

の
人

も

暦

を
幾

回

も

改

訂

し

ま

し

た

け

れ
ど

、
基

本
的

に
は

こ
の

『
太

初

暦
』
を
基

と

し

ま

し

た

の

で

、
暦

は

定

着

し

、

年

中

行

事

も

固
定

さ
れ

ま
し

た
。

第

三

の
理

由
は

、
秦

と
漢

の
時
代

に
は

「
陰

陽

五

行

」
説

と
同

時

に
方

術

も

流

行

し

ま

し

た

の
で
、
本
来

の
正
月

風

習
が
鬼

遣

い

の
方
術

と
複

合

す

る

結

果

に
な

っ
た

こ

と

な
ど

も

、

正

月

行
事

の
定

着
化

に
大

き
く

影
響

し
た

と
考

え
ら
れ

ま
す

。
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(
二
)
中

国
と

日
本

の
正
月

行
事

の
類
似

点

中
国

の

「
年

」
、

つ
ま
り

旧
暦

の
正

月

は
大
晦

日
と

元
旦

の
意
味

で
す
が

、
主

な

行
事

は
大

晦

日
、
す

わ
ち

除
夕

に
行

い
ま
す

。

本

来

、
除

夕

の
最
も

重
要

な
行
事

は

「
逐
儺

」

で
し
た

。
『
呂
氏

春
秋

』

に

は

「
前

歳

一
日

、

撃
鼓

驅
疫
癘

之
鬼

、
謂
之

逐
除

、
亦

日
儺

」
と

あ

り

ま
す

が

、

こ

の

「
儺

」

は
原

始

社

会

の
巫

舞

を

元
し

た
踊

り

で
、
西

周
か

ら
春
秋

戦
国

に
か

け

て
民

間

で
盛

ん

に
行

わ

れ

ま

し

た

。

そ
れ

が
漢

の
時
代

に
宮
廷

で
も

行

わ
れ

る
よ

う

に
な

り
、

さ

ら

に
盛

大

な

鬼

遣

い

の
行

事

に
発

展

し

た

の
で
す

。

『
後
漢

書

.
禮
儀

志
』

に
よ

り
ま
す

と
、
東

漢

の
宮

廷

で
行

わ

れ

た

追

儺

の
様

子

は

次

の
よ

う
な
も

の
で
す

。
十
歳

か

ら
十

二
歳

ま

で
の
小

僧
を

一
二
〇
人
選

び

、
頭

に
赤

頭
巾

を

被

ら

せ

、

黒

の
衣
裳

を
着

さ

せ

て
、
太

鼓
を
打

ち
鳴

ら
し

て
応

援

の
役

を

さ

せ

な

が

ら

、

一
人

の
大

男

が

方
相

氏

(
悪

疫
を

払

う
術
者

)
に
扮

し

て
、
黄

金

の

四

つ
の
目

の
面

具

を

つ
け

、

熊

の
皮

を

身

に

つ
け

て
盾
と

矛
を
持

ち

、
十

二
人

の
猛
獣

に
扮

し

た

お

供

を

連

れ

て
踊

り

ま

す

。

赤

頭
巾

の

百
官

は
宮

殿

の
門

の
前

に
立

ち

、
踊

り

の
後

、
火

把

で
端

門

か

ら

悪

鬼

を
追

い
出

し

ま
す

。

そ

し

て
端
門

の
外

の
七
千

人

の
衛
兵

が

、
こ

の
火
把

を

引

受

け

て
城

を

出

ま
す

。

さ

ら

に
城

門

の

外

の
千
名

の
騎
兵

は

、
そ

の
火
把

を
受

取

っ
て
、
洛
水

の
川

の
中

に
そ

れ
を

投

げ

入

れ

ま
す

。
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こ
の

一
連

の
行
為

は

、
悪

鬼
を

永
遠

に
水

の
底

に
沈

ま

せ

る

こ
ど

を

意

味

し

ま

す

。
魏

晋
南

北

朝

か
ら
隋

唐
五
代

に
か
け

て
、
漢

と
同

じ
よ

う

に
追

儺

を

行

い
ま
し

た
が

、

隋

の
南

朝

の
人

数

は
漢

の
倍

に
ふ
え
ま

し
た

。
北
魏

の
追

儺

は
閲
兵

の
型

で
行

わ

れ

、
南

に
歩

兵

を

、

北

に
騎

兵

を
配
置

し

双
方

を
戦

わ
せ

る
形

を

と
り

ま
し

た
。
勿
論

、
結

果

は

い

つ
も

北

の
騎

兵

の
勝

ち

に

な

り
ま
す

。
そ
れ
は
北

魏

が
南
魏

を

倒
す

こ
と
を

意
味

す

る
か

ら

で
す

。

宋
代

以
後

、
追
儺

の
内

容

が
次

第

に
変

わ
り
、
特

に
明

・
清

の
時
代

に
は

「
か

ま

ど

踊

り

」
、

「
鍾

馗
踊

り
」
と
言

う

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
「
か
ま

ど

踊

り
」

は
、

人

々
が

顔

を
真

黒

に
し

て

町
中

を

踊
り
あ

ぐ

り
ま
す

。
そ
れ

に
対

し

て
、
観

衆

は

お
金

や

お
米

を

与

え

ま
し

た

。

こ
う

し

た
面
白

く

、
ま

た
迷
信

を
も

織

り

こ
ん
だ
追

儺

の
踊

り

を
見

て

い
ま
す

と

、
昔

の
鬼

や
ら

い

の

追

儺
風

習

が
、
す

で
に
娯
楽

的

な
風

習

に
変

わ

っ
て
来

た

こ
と

が

伺

え

ま
す

。

こ
れ

は
祭

日
風

習

の
進

歩

だ
と
思

い
ま

す

。

追
儺

は
単
純

の
迷

信

で
は

な
く

、
当
時

の
人

々

の
自

然

災

害

を

征

服

し

よ

う

と

す

る

民

族

心

理

の
表

れ

で
す

。
当
時

は
ま

だ
科

学
技

術
が

遅
れ

て

い
て

、
人

々

は
疫

病

の
本

質

を

完

全

に
認

識

で
き
な

い
段

階

で
し

た
。
だ

か
ら

、
神

と
方

術

の
力

を

借

り

て
、
疫

病

と
悪

鬼

を

や

ら

っ
た

の
で
す
。

追
儺

の
日
本

伝
来

は

、
文

武
天

皇

の
頃
だ

そ

う

で
す

。
『
日
本

書
紀

』

に
よ

り

ま

す

と

、

慶

雲
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三

(七

〇
六

)
年

「
是
年
天

下

諸
国
疫
疾

、
百

姓
多
死

、
始
作

土
牛
大

儺
」

と

あ

り

、
大

舎

人

の

一
人

が
仮

面
を

か

ぶ

っ
て
方

相
氏

の
役
を

つ
と
め

、
内

裏

の
四
門

を

め

ぐ

っ
て
悪

鬼

を
追

い

た

て
、
殿

上
人
も

桃

の
弓

、
葦

の
矢

で
鬼
を

射
立

て
た

と

あ

り

ま
す

。

こ

れ

は

そ

の
後

、
宮

中

だ

け

で
な
く

、
神

社

や
寺
院

、
ま

た
上
流
階

級

に

ひ

ろ
が

り

ま

し

た
が

、
鎌

倉

時

代

以

降

は
す

た

れ
ま

し
た

。
し

か

し
、
追

儺

の
行
事

は
、
や
が

て
室
町

中
期

に
中
国

か

ら
伝
来

し

た

「
豆

ま
き

」

の
風
習

と
合
流

し

、
二
月

の
節

分

に
行

わ
れ

る
よ
う

に
な

り

ま

し

た

。
正

月

と
節

分

は
時

間

的

に
接
近

し

て
お

り
、
時

に
は
重
複

す

る

こ
と

も
あ

り

ま

し

た

の
で
追

儺

が
節

分

の
行

事

へ
と

移

行
し

た

の
は
、
合

理
的

だ

と
思

い
ま
す

。

漢

の
人

は
悪
鬼

を
畏

れ

、
特

に
大

晦

日

に
、
悪

鬼

が

侵

入

す

る

の
を

心

配

し

ま

し

た

の
で

、

桃

の
木

を
削

っ
て
、
そ
れ

に
神

荼

・
鬱

壘
と

い
う

二
神

の
絵

を
書

い

て
門

に
か

け

ま

し

た

。

こ

れ
が

、
中

国

の
門
神

の
起

源

で
す
。
『
山

海
経

』
と
漢

の

『
風

俗
通
義

』

に
は

つ
ぎ

の
よ

う
な

故

事

が
書

い
て
あ

り
ま
す

。

東
海

中
有

度
朔

山

、
上

有
大

桃
樹

、
蟠

屈

三
千

里

、

其
卑

枝

門

日
東

北

鬼

門

、
萬

鬼

出

入
也

。
上

有

二
神
人

一
日
神
荼

、

一
日
鬱
壘

、
主
閲

領
衆
鬼

之
悪

、
害
人

者

執

以
葦

索

、

而
用
食

虎

。
於

是
黄

帝

法
而
象

之

。
因

立
桃

梗
於

門
戸

上
、
書
鬱

壘
持

葦
索

以

御

凶
鬼

、

書
虎

於
門

、
當
食

鬼
也

。

(
『
山

海
経
』
)
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お
そ

ら
く

二
神

の
絵

を
書

く

の
が
面
倒

だ

っ
た

か

ら

で
し

ょ
う

、
魏

晋

南

北

朝

か

ら

は
桃

の

板

に
二
神

の
名

前
だ

け
を

書

く
よ

う

に
な

り
ま

し
た

。

こ
れ
を

「
桃

符

」

と

称

し

ま
す

。
北

宋

の
桃
符

は
長

さ

二
、
三
尺

、
幅

四
、
五

寸

の
薄

い
木

版

に
、
上

部

に
狡

貌

.
白

沢

な

ど

の
神

獣

を
え

が
き

、
下

部

に
は
左

に
鬱
壘

、
右

に
神

荼

と
書

き

ま

し

た

。
春

詞

を

写

し

、
祝

詞

を
書

い

た
も

の
も

あ
り

ま
す

。
宋

の
王
安

石

の
詩

に

「
爆

竹

声

中

一
歳

除

、
春

風

送

暖

入

屠
蘇

、

千

門

萬
戸

瞳
瞳

日
、
総

把
新

桃
換

旧
符

」
と

い
う

の
が

あ

り

、

こ

こ

で

「
新

桃

」

と

「
旧

符

」

と

い

う

の
は
、
疫
病

と
悪
鬼

を

や
ら

う
桃
符

を
指

し
ま
す

。

唐

の
末
か

ら
、
門
神

は

二
神

か

ら
鐘
馗

に
変

り
ま

し
た

。
『
唐
逸

史
』
と

『
補

筆

談

』

に
よ

り

ま
す

と

、
唐

の
玄
宗
皇

帝

が
あ

る
時
激

し

い
熱

病

に
か

か

っ
て
苦

し

ん

で

い

た
時

、

不

思

議

な

夢

を
見

ま
し
た

。
そ
れ

は
満

面

ひ
げ
だ

ら
け

の
、
容

貌
魁

偉

な

大
男

が

、
小

鬼

を

追

い
か

け

て

い
る
夢

で
し
た

。
そ

の
男

は
小

鬼
を

つ
か
ま

え

る
と

、

生

き

た

ま

ま
呑

み
込

ん

で
し

ま

っ
た

の

で
、
玄
宗

が

「
お
前

は
何
者

だ
」
と

た
ず

ね
た

と

こ
ろ

、

男

は

■
私

は
武

官

登

用

試

験

に
落

第

し

て
自

殺
し

た
鐘
馗

と
申
す

者

、
死

に
は
し
ま

し
た

が

、
陛

下

の
お

ん
為

に
、
天

下

の
妖

怪

を

平

ら
げ

ん
と

の
誓

い
を
立

て
、

こ

の
よ

う

に
鬼

を
退
治

い
た
し

て
お

り
ま
す

。
」

と
答

え

た
と

言

う

の

で
す

。
そ

の
後

、
玄

宗

の
熱
病

は
す

っ
か

り

な
お

っ
て

い

ま
し

た

の

で
、

玄
宗

は
夢

の
中

の
男

の
姿

を
画
家
呉

道
子

に
描

か

せ

て
、
[
鐘

馗

、
鬼

を
捕

え

る

の
図

」
と
題

し

て
宮

中

に
掛

け
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ま

し
た
。
そ

れ
以
来

、
人

々
は
大
晦

日
に
鐘

馗

の
絵

を

家

の
門

に
掲

げ

て
魔

除

け

に
す

る

よ

う

に
な

っ
た

の
で
す

。

宋

の
末

に
な
る

と
、
門
神

は
鐘
馗

か

ら
唐
初

の
有

名

な

武

将

で
あ

る

秦

叔

宝

と

尉

遅
敬

徳

に

変

り
ま
し

た
。

『
三
教
捜

神
大

全
』

に
は

、
そ
れ

に

つ
い

て
鐘

馗

と

同

じ

よ

う

な

内

容

の
伝

説

を

載

せ

て
あ

り
ま

す
。戸

神

、
唐
秦

叔
宝

胡
敬

徳

二
将
軍

也

。
按

伝

、
唐

太
宗

不
豫

、
寝
門

外
鬼

魅
呼
号

。
太

宗

以
問
群

臣

、
秦

叔
宝

奏

云

コ

願

同
胡

敬
徳

戎
装

立
門
外

以

伺
。
」
太

宗

可

其

奏

、
夜

果

無

事

、
因

命

画
工
絵

二
人

之
像

懸
宮

門

、
邪

崇
以

息

。
後
世

沿
襲

、
遂

永
為

門
神

。

門
神

の
風
習

の
影
響

、
さ

ら

に
印

刷
技

術

の
発

展

に
よ

っ
て
、
唐

末

と
宋

初

の
時

代

に
年

画

と
春
聯

の
風

習
が
生

ま

れ
ま

し
た

。
春

聯

は
対
聯

、

門

対

、

門

貼

と

も

言

い
ま

す

。

木
版

刷

り

で
目
出
度

い
言
葉

や
祝
詞

を

記
す

よ
う

に
な

る

に
従

っ
て
、
桃

符

本

来

の
鬼

遣

い

の
意

味

が

薄

く
な

っ
て
来

ま
し

た
。

文

献

に
よ
り

ま
す
と

、
五
代

の
後

蜀

の
太
子

は

、
宮

殿

の
桃

符

に

[
天

垂
餘
慶

、
地

接

長

春

」

の
八
字

を
書

き
ま

し
た

。
こ
れ
が

中
国

の
最

初

の
春

聯

だ

そ

う

で
す

が

、
最

初

の
春

聯

は

一
新

年

納
餘
慶

、
嘉
節

号
長

春
」

で
あ

る
と

い
う
説

も

あ

り

ま

す

。

ど
ち

ら

に

し

て
も

、
春

聯

は

五
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代

の
後
蜀

の
時
代

か

ら
始

ま
る

こ
と
を
立

証

し

て
い
ま
す

。

宋

以
後
、
大
晦

日

に
春

聯
を

貼

る
風

習

は
盛

ん

に
な

り
ま

す

。
『
宋

史

・
五
行

志

』

に

は

「
命

翰
林

内

詞
題
桃

符

、
正

點
、
置

寝
門
左

右
」
と

あ

り
、
『
夢

梁
録

』

に
も

除
夕

「
釘

桃

符

、
換

春

牌

」
と
書

い
て
あ

り

ま
す

。

明

の
太
祖

の
始

皇
帝

は
対

聯

が
大
好

き
な
帝

王

で

し

た

。
彼

は
家

ご

と

に
春

聯

を

つ
け

る

よ

う
命

じ
、
さ
ら

に
町

に
春
聯

を
視

察

に
出

か

け

て

い
ま

す

。

あ

る

日

、

彼

が

忍

ん

で
町

の
除
夕

の
様

子
を
見

に
出

か
け

た
時

、
あ

る
家

の
門

に
春

聯

が

貼

っ
て
な

い

の
を

見

付

け

ま

し

た

。

聞

け
ば

、
そ

の
家

の
主

人

は
猪

の
睾
丸

を
取

る
仕
事

だ

と

い
う

の

で
、

彼

は

そ

の
場

で

「
雙

手

劈

開
生

死
路

、

一
刀
割

断

是
非
根

」
と

い
う
春
聯

を
書

い

て
与

え

た
と

い
う

こ
と

で
す

。

清

の
乾
隆
帝

も

よ
く
春

聯

を
書

き
ま

し
た

。
彼

が
南
方

を

視
察

し

た
時

、
輛
通

州

」

と

い
う

町

を

通

っ
た
際

に
、
河
北

省

に
も

「
通

州
」
と

い
う

町
が
あ

る

こ
と

を
思

い
出

し

て
、

「
南

通
州

、

北

通
州

、
南

北
通

州
通

南
北

」
と

い
う
上

聯
を
書

い

て
、
随

行

の
人

に
下
聯

を
作

ら

せ

ま

し

た

。

は
じ

め
、
隨
行

の
人

が

い
く
ら
案

を
出

し

て
も
、
乾

隆
帝

は

な

か

な

か

満

足

し

な

か

っ
た

の
で

す
が

、
あ
る
家

来
が

町

の
東
西

に
質

屋
が
あ

る

の

に
目

を

つ
け

て
、
す
ぐ

「
東
當

舗

、

西

當

舗

、

東
西

當
舗
當

東

西
」
と

い
う
下

聯
を

作
り

ま
し

た
。

質

屋

を

中

国

で

は

一
當

舗

」

と

い

い
、

も

の
を

「
東
西

」
と
称

し
ま

す

の

で
、
乾
隆
帝

は
大

変

喜

ん

で

、

こ

の
人

を

嘉

賞

す

る
ば

か

り

で
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な

く

、
出
世

ま

で
さ

せ
ま
し

た

。

た
だ

い
ま
、
申
し

あ
げ

ま
し

た
正
月

の
門
飾

り

で
、

日
本

の
皆

様

が
親

し

く
感

じ

ら
れ

る

の

は
鐘

馗

で
し

ょ
う
。
鐘
馗

を

五
月

人
形
と

一
緒

に
端

午

の
節

句

に
飾

る

の

は

、
江

戸

時

代

以

降

の
こ
と

で
す
が

、
唐

に
な
ら

っ
て
正
月

の
し
め
飾

り

、

門

松

の
風

習

を

採

り

入

れ

た

の

は
、

平

安

時

代
か

ら

で
し
た

。
平

安
朝

の
年
中

行
事

は

、
そ

の
由

来

か

ら

見

て
、

唐

か

ら

入

っ
た

行
事

が

日
本

の
宮
廷

に
採

用

さ
れ

、
宮

廷
行
事

と

な

っ
た
も

の
が

多

い
よ

う

で
す

。

し

か

し

そ

れ

と

は
別

に
、

日
本

の
民
間

で
古

く

か
ら
行

わ
れ

て
い
た
風

習

が

宮
廷

に
採

用

さ

れ

、

年

中

行

事

と

な

っ
た
も

の
も

少

な
く
あ

り

ま
せ

ん
。
そ
し

て
中
国

か

ら
輸

入

さ

れ

た

行

事

も

、

日
本

の
民
間

の
風
習

と
う

ま
く
結

合
し

、
宮
廷

の
年
中

行
事

と
な

っ
た
も

の
も

た
く

さ

ん
あ
り

ま
す

。

正
月

の
行

事

で
も

っ
と
も

大
事

と
さ

れ
た

の
は

、
「
守

夜

」

で
す

。
除
夕

の
夜

は

二
年

に

ま

た

が

っ
て
お
り

、
神

様
を

迎
え

る
夜

、
家

族
団
欒

の
夜

な

の

で
す

。
中

国

の
歴

史

で

、
牢

屋

に
入

れ

た
罪
人

を

一
時

釈
放

し

て
、
家
族

と
除
夜

を
す

ご

さ

せ

た
例

も

た
く

さ

ん
あ

り

ま

す

。
例

え

ば

、
晋

の
県
令

曹
某

が
大

晦

日

に
死

刑
囚

に

「
お

正

月

は

人

情

の
篤

い
祭

日
だ

か

ら

、
家

族

に

会

い
た
く

な

い
か
」
と
聞

い
た
と

こ
ろ
、
囚
人

は

「
会

わ

せ

て
下

さ

れ

ば

、

死

ん

で
も

悔

し

く

あ
り

ま
せ

ん
」
と
答

え

た

の
で
、
牢
屋
を

出
し

て
や

り

ま

し

た

。

囚

人

た

ち

は
自

宅

に
帰

っ
て

家

族

と
お
正
月

を

過
ご

し

た
後

、
全

員
時
間

ど
お

り

に
牢

屋

に
も

ど

っ
て
来

た

と

い
う

こ
と

で
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す

。守
夜

に
は
、
火
を

燃
す

の
が
普

通

で
す

。
隋
唐

の
時

、
帝

王

は
宮

廷

で

の
守

歳

に
際

し

て
、

白

檀

の
木

を
燃

や
し
、
盛

大

な
宴
会

を

催
し

ま

し
た

。

隋

煬
帝

の
時

、

二
百

台

の
馬

車

で
運

ん

で
来

た
沈

香

と
白
檀

の
木

を

一
晩

で
焼
き

は
ら

い
ま
し

た
。

そ

の
香

り

を

五

キ

ロ
以

上

先

で
も

嗅

い
だ

と

い
う

こ
と

で
す

。

宋
代

に
な

る
と

、
守

歳

の
ほ
か

に
、
「
饋
歳

」
「
別

歳

」
「
辞

年

」
な

ど

の
言

い
方

も

出

て
来

ま

し

た
。
そ

し

て
、
か
ま
ど

神
を
迎

え

、
床

の
神

を

祭

り

、

お
年

玉
を

与

え

る

と

い

っ
た
内

容

が

加

わ

り
ま
し

た
。
「
年

玉
」
と

は

、
年
神

か
ら
与

え

ら
れ

る
魂

の

こ
と

で
す

。

す

な

わ

ち

、
年

の

魂

で
あ
り

、
今

年
を

精

一
杯
生

き

る
活

力

を
生

み
だ

す

手

形

で
す

。

清

の
呉

曼

雲

の
詩

[
圧
歳

銭

」
に
は
、
「
百
十
銭

穿
彩

線
長

、
分

来

再
枕

自
収

蔵

。
商

量
爆
竹

談
簫

價

、
添

得

嬌
児

一
夜
忙
」

と
詠
ま

れ

て

い
ま
す

。

饋

歳
と

は
相

互

に
食

物
を

送

る

こ
と

で
す

。
贈
物

の
値

段

と

多
少

に
は

関

係

あ

り

ま

せ

ん
。

そ

の
気

情

が
重
要

な

の

で
す

。
日
本

の
お
歳

暮

と
変

わ

り

は
あ

り

ま

せ

ん

。

心

の

こ
も

っ
た
贈

物

は
、
社
会
生

活

の

一
つ
の
潤

滑
油

と
も

言

え
ま

し

ょ
う
。

別
歳

と

は
互

い

に
ご
馳

走

す
る

こ
と

で
す

が
、
饋

歳

と
別

歳

は
除

夕

に
限

ら
れ

た
も

の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が
、
守
歳

は
必

ず
除
夕

の
夜

に
行

い
ま
す

。
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『
日
本
歳
時

記
』

に
も

、
次

の
よ

う

に
書

い

て
あ
り

ま
す

。

今

夜
を
除

夜
と

い
ふ
、
又
除
夕

と
も

い
ふ

、

一
年

の
お

は

る

夜

な
れ

ば

、

つ

つ
し

み

て

心
を

し
つ

か

に
し

、
礼

服
を

著
、
酒
食

を

先

祖

の
霊

前

に
そ

な

へ
、

み
つ

か

ら
も

酒

食

を
食

し
、
家
人

奴
婢

に
も

あ
た

へ
、

一
と

せ
を

事

な

く

て

へ
ぬ

る
事

を

互

に
歓

娯

し

、

坐

し
て
以

て
旦
を

ま
ち

、
旧
を
送

り
新
を

迎

べ
し

。

日
本

で
も
大
晦

日
に
は
朝

早
く

か
ら
歳
徳

神
を

ま

つ
り

、

門

松

、

注

連
縄

、
鏡

餅

を

飾

り

、

雑

煮
膳

、
屠
蘇

な
ど

の
用
意

を
し

て
、
お
正
月

の
準

備

を

し

ま

す

。

夜

に
な

れ
ば

、

一
家

揃

っ

て
新

し

い
衣

服
を
着

、
酒
や
餅

な

ど
を
先
祖

に
供

え

て
歳

徳

神

を

拝

み

、
初

春
を

祝

い

な

が

ら

食

事

に

つ
き

ま
す

。
除

夜

は

一
晩
中

起
き

て
い
る

の
が

建

前

と

さ

れ

、

こ

の
夜
眠

る

と
白

髪

に

な
る

と
か

、
顔

に
し

わ
が

で
き

る
と

い

っ
た
俗
信

が

あ

り

ま

す

。

現

在

で
も

、

一
晩

中

眠

ら
ず

に
元

旦
を
迎

え
る
風

習
を

持

つ
地
方

が
あ

る
そ

う

で
す

。
『
年
中

行
事

儀
礼

事
典
』

に

よ

り

ま
す

と

、
青

森
県

の

一
部

で
は

、

一
家

が
炉
端

に
集

ま

り

、
眠

く

な

る
と

隣

の
人

の
膝

で
横

に

な

る

そ
う

で
す

。

こ
れ

は
横

に
な

る
だ

け

で
、
寝

る

の

で

は
な

い
と

い

う
言

訳

か

ら

生

れ

た

風

習
だ

と

思

い
ま
す
。

中
国

の
除
夕

の
夜

に
は
、
爆

竹
を

鳴
ら

さ
な

け

れ
ば

な

り

ま

せ

ん

。
本

来

の
爆
竹

は

、
焚

火

に
竹

を
く

べ
て
爆

ぜ

さ
せ

ま
す

が

、
こ
れ

は
漢

代

か

ら

の
風

習

で
す

。
漢

の
東

方

朔

の

『
神

異
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経
』

に
、
「
西

方
深

山
中

有
人

、
長
尺

餘
、
犯
人

則
病
寒

熱
、
名

日
山
操

。
人

以

竹

著

火

中

、
烽

蜥
有

声

、
而

山
操

驚
憚

」
と
あ

り
ま

す
よ

う

に
、
爆

竹

を

鳴

ら

す

の

は

、
悪

鬼

と

疫

病

を

駆

逐

す

る
た
め

な

の

で
す

。

魏

晋

の
時

、
煉

丹

師
は
硝

石
と

硫
黄

と
炭
を

交

ぜ

る

と

、
燃

焼

と

爆

発

が

起

こ
り

や

す

い

こ

と

を
発

見

し
ま

し
た

。

こ
れ

が
火
薬

の
発
明

に

つ
な

が

り

ま

し

た

。
ま

た
火

薬

を

竹

の
筒

の
中

に
入

れ

て
爆

発

さ
せ

る
と

、
も

っ
と
激

し

い
音
が

し
ま
す

。

こ
れ

が

今

の
爆

竹

の
起

源

で
す

。

明

・
清

に
な
る

と
、
「
花

火
」

が
出

現

し
、
爆
竹

に
も

一
声

の
も

の
、
双
声

の
も

の
、

三

声

の
も

の
な

ど
が
出

て
き
ま

し
た

。
こ

の
双
声

の
爆

竹

は
近
代

の

ロ
ケ

ッ
ト

の
祖

先

で
し

ょ
う

。

爆

竹

が
悪
鬼

山
躁

の
や
ら

い
か

ら
、
神

迎

え
、
「さ

ら

に
娯

楽

に
変

わ

っ
て
来

た

こ
と

は

、

中

国

人

の

早

期
自

然
を

征

服
す

る
巫
術

思
想

が
鬼
神

を
祭

る
迷
信

思
想

へ
転
換

し

た

こ
と

を
意

味
し

ま

す

。

除

夕

の
食
事

を

い

い
ま
す
と

、

一
番
大

事
な

こ
と

は
酒
を

飲
む

こ
と

で
す

。
『
荊

楚

歳

時

記

』

に

「
正
月

一
日
、
長
幼

悉
正

衣
冠

、
以
次
拜

賀

、
進
椒

柏
酒

、
飲

桃

湯
、
進

屠

蘇

酒

、

膠

牙

鯣

、

下
五
辛

盤

」
と
あ

り
ま
す

。
椒
柏

酒

は
山

椒
と

柏
葉

を

ひ

た

し

た
酒

で
す

。

ま

た

漢

の

『
四

民

月

令

』

に
は

「
椒
是

玉
衡

星
精

、
服
之

令
人

身

軽
能

走

、
柏

是

仙

薬

」

と

あ

り

、

晋

の

『
抱

朴

子
』

に
は
次

の
よ
う
な
伝

説
も

あ

り
ま
す

。

漢

の
成
帝

の
時

、
あ

る
猟

師

が
終
南
山

の
山

の
中

で
、
全

身

に
黒

い
毛

が

生

え

、

飛

ぶ

よ

う
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に
走

る
人
を
見

ま
し

た

。
捕

え

て
見

る
と

、

一
人

の
婦

人

で
、

自

か

ら

い
う

に

は
、

自

分

は

秦

の
時

の
宮

人

で
、
秦

の
落

城
を

逃
れ

て
、
山

の
中

に
入

り
、
食

べ
も

の
が
な

く
飢

え

て

い
る

と

、

一
人

の
老

人
が

、
松

柏

の
葉
実
を

食

べ
る

が
よ

い
、

と

教

え

て
く

れ

た

。

は

じ

め

は

苦

く

て
渋

か

っ
た
が

、
そ

の
う
ち
慣

れ

て
食

べ
て

い
る
と
、

飢

え

る

こ
と

も

な

く

、
冬

の
寒

さ

も

夏

の
暑

さ
も
感

じ

な
く
な

っ
た
と
言

う

の
で
す

。
そ

の
齢

を

計
算

し

て
見

る

と

、

二

百

歳

を

越

え

て
い

る

こ
と

に
な
り
ま

す

。

明

の
李
時

珍

の

『
本
草

綱
目

』

で
も

、
「
柏

は
凋
落

す

る

こ
と
な

く
、
久

し
き

に
耐

え

、
天

禀

の
堅
凝

の
性
質

を
も

ち

、
す

な
わ
ち

多
寿

の
木

で
あ

る

。

ゆ

え

に

服
餌

に
入

れ

ら

れ

る

。
道

家

が

こ
れ
を

湯

に
点

じ

て
常

飲
し

、
人

々
が

元
旦

に
こ
れ
を

酒

に

ひ

た

し

て
邪

を

辟

け

る

の
も

、

み
な

こ
の
意
味

を
取

っ
た

も

の
だ

」
と
言

っ
て

い
ま

す

。

後
漢

か
ら

の
椒
柏

酒

を
飲

む
風
習

は
、
魏
晋

か

ら
南
北

朝
時

代

へ
と
受

け

つ
が

れ
ま

し

た
が

、

隋

.
唐

時
代

に
な

る

と
、
そ

の
酒

は
屠

蘇
酒

へ
と

変

わ

り

ま

し

た

。
梁

の
瀋

約

の

『
俗

説

』

に

[
屠
蘇

、
草
庵

之
名

、
昔

有

人
居
草

庵
之

中
毎
歳

除

夜
遺

閭
里

薬

一
剤

、
令
井

中

浸

之

、

至

元

日

取
水
置

於
酒

尊
、
合
家

飲
之

、
不
病

瘟
疫

。
今

人

有

得

方

者

、

亦

不

知
其

人

姓

名

、

但

名

屠

蘇

而
已

。
」
と
あ

り
ま

す

。
ま

た

『
千

金

要
方

』
に
よ

り
ま

す
と

、
屠
蘇

酒

の
処

方

は

、

大

黄

、

蜀

椒

.
桔
梗

.
桂

心

・
防

風

・
白

木

・
虎

杖

・
烏
頭

な

ど

の
薬

八

品

を

合

わ

せ

て
剤

と

な

し

た

も

一13一



の
で
す

。
飲

み
方

は
、
「
こ
れ

を
咬

咀

い

て
、
絳

い
嚢

に

い
れ
、
除

日

の
薄

暮

に
井

戸

の
底

に
吊

し

、
正
旦

に

こ
れ

を
と

り
出

し

、
嚢

ご
と
酒

の
中

に
し

ば

ら

く

ひ

た

し

て
お
き

、

そ
れ

か
ら

杯

を
捧

げ

て

『
一
人

こ
れ
を

飲

め
ば

一
家
族

疾
な

く
、

一
家

こ
れ

を

飲

め

ば

一
里
病

な

し
』

と

呪

し

、
年

の
若

い
も

の
か

ら
順

に
、
東

に
向

い
て
進

め

飲

む

」

と

書

い

て
あ

り

ま

す

。

こ

の
屠

蘇

酒

の
風

習

は
、
明

代

に
な

る
と
衰

運

に
向

い
ま

し
た

。

日
本

で
正

月

の
三

ヶ
日
、
雑

煮

に
先
立

っ
て
屠

蘇

を

飲

む

よ

う

に
な

り

ま

し

た

の
は

、

平
安

時

代

か
ら

で
、
宮

中
か

ら
始

ま

っ
た

そ
う

で
す

。
『
公

事

根

源

』

に

よ

り
ま

す

と

、

「
弘

仁

年

中

(
八

一
〇
～

八

二
三
)

に
起

こ
る
と

い
う

。

一
人

こ
れ
を
飲

め
ば

一
家

に
、

一
家

こ
れ

を

飲

め

ば

一
村

に
病

い
な

し
と

い
う
め

で
た

い
効
能

が
あ

る
た

め

、
年

の
初

あ

に

こ
れ

を

用

い

る

の

で
あ

る
」
と

書

い

て
あ

り
ま
す

。

正
月

の
食

事

に

つ
い

て
申

し
ま

す
と

、
三
国

の
呉

か

ら
晋

に
か
け

て
の
楊

子
江

下
流

域

で
は

、

元

日
の
朝

、
生

の
鶏
卵

を
呑

み

、
辛

味

の
あ
る
五

種

の
菜

を

食

べ

る
習

慣

が

あ

り

ま

し
た

。

五

辛

菜

と

は
、
大

蒜

、
小
蒜

、
韭
菜

、
雲
台

、
胡
萋

の
五
菜

で
す

。

こ
う

し

た
辛

味

の
あ

る
菜

は

、

五
臓

の
は
た
ら

き
を
活

発

に
す

る
と
考

え
ら
れ

ま
す

。
唐

代

に

は

、

元

日

の
食

品

と

し

て

ワ

ン

タ

ン
が

あ
ら
わ

れ
ま

し
た

。
宋

代

に
は
長

寿
面

と

い
う

そ

ば

を
食

べ
る

よ

う

に
な

り

ま
し

た

。

こ
れ

は
日
本

の
年
越

し

そ
ば
と

同
じ

で
す

。
明

・
清
時

代

に
は

、
圃
年

樵

」
も

し

く

は

「
春

樵

」
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と
称

す

る
、
小

麦
以

外

の
穀

類

を
原
料

と

し
作

ら
れ

た

食

べ
物

を

食

し

ま

し

た

。
粽

は
中

国

語

で
は

「
高
」
と
同

じ
発
音

で
す

の

で
、
年

の
豊

か

な

こ
と

と

向

上

に
通

ず

る

意

味

か

ら
食

さ

れ

た
と

言

い
ま
す

。
明

代
か

ら
、
中

国

の
北

方
地

域

で

は

「
餃

子

」

が

用

い
ら

れ

ま

し

た

。
餃

子

の
美

味
し

さ
は
言

う

ま

で
も

あ
り

ま
せ

ん
が

、
あ

ん
を

い

っ
ぱ

い
入

れ

る
と

、

財

産

が
多

く

な

り

、
生

活
が
豊

か

に
な

る
と

い
う
俗
信

も

あ

り
ま
す

。

日
本

は
ど

う

で
し

ょ
う
。
『
日
本

歳
時

記
』

に
は
次

の
よ
う

に
書

い
て
あ

り
ま
す

。

「
礼
終

て
春
盤

を
な

む

、
和
国

の
風
俗

に

て
、
盤

上

に
松

竹

、
鶴

亀

な

ど

を

作

つ
て
す

ゑ

、

栗
、
榧

、
海
藻

、
海

鰕

、
み
か

ん
、
か
う

じ

、
た
ち
ば

な
、
米

、
柿

な

ど

つ
み
か

さ
ね

て
、

こ
れ

を
な

む
、
歳
初

に
来

る
賀

客

に
も
是

を
す

す
む

、
是
を

蓬

莱

と

い

ふ

、
蓬

莱

は
仙

嶋

な

れ

ば

、

そ

の
名
と

す

る
な
ら

し
、
も

ろ

こ
し

に
も

春
生

菜

な
ど

を

盤

上

に
盛

り

、
春

盤

と

名

付

て
、

な

む

る
事

あ

る
よ
し

、
四
時

宝
鏡

に
見

え

た
り

、
さ

れ
ば

こ

そ
杜

子

義

が
詩

に
も

、
春

盤

細

生

菜

と

つ
く

れ

り
、
ま
た
周

処
が

風
土

記

に
、
正

旦
楚

人

五
辛

盤

を

上

る
事

を

志

る

せ
り

、

か

う

や

う

の
遺
意

に
や
侍

ら
ん
。
」

一
言
付
加

え

て
お
き

ま
す

と
、

こ

こ
で

の

「
蓬

莱

」

と

は

、
本

来

『
史

記
』

に
出

て
く

る

東

海

の
中

に
あ

る
と

さ
れ

た
三
神

山

の
蓬

莱

、
方
丈

、
瀛

州

の

一
つ
で
す

。

そ

の
蓬

莱

山

の
形

を

台

の
上

に
作

っ
た
飾

り
物

は

、
平

安
時

代

に
は
貴

族

の
祝

儀

や
酒

宴

の
装

飾

用

に
用

い
ら

れ

ま
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し
た
が

、
室
町

時
代

か
ら

正
月

の
祝
儀

用
と

な

っ
た

そ
う

で
す

σ

除
夕

の
夜
半

十

二
時

に
、
寺

か

ら
百
八

つ
の
除

夜

の
鐘

の
音

が

聞

こ
え

ま
す

。

こ
れ

は
中

国

の
宋

の
時

に
起

こ

っ
た
風
習

で
す

。
百

八

つ
の
由

来

に

つ
い

て
は

い
ろ

い
ろ

な

異

説

が

あ

り

ま

す

が

、
普

通

は
百
八

つ
の
煩
悩

と

い
う
仏
教

思
想

に
基

づ

い
た

こ
と
だ

と
考

え
ら

れ

て

い
ま

す

。

日
本

で
は
鎌

倉
期

以
降

、
ま
ず
禅

寺

で
行

な
う

よ
う

に
な

り

ま

し

た

。

当
初

は

中

国

の
寺

院

と

同
じ

く
、
毎

朝
毎
夕

二
回

、
百
八

つ
ず

つ
撞

い
た

の

で
す

が

、

室

町

ご

ろ

か

ら

、

除

夜

だ

け

の

も

の
と
な

り
ま

し

た
。

元
旦

に
な

る
と

、
民
家

で
は
、
早
朝

に
天

地

、

祖

先

、
諸

神

へ
の
礼

拝

を

し

ま

す

。

こ

の
漢

代
か

ら

の
祖
先

祭

り

の
風

習

は
、
中
華

民

族

の
人

倫
道

徳

を

重

じ

る
観

念

の
表

わ

れ

で
あ

り

、

封
建

宗
法

思
想

の
民

族
心

理

の
反

映

で
も
あ

り
ま
す

。
祖

先

・
諸

神

へ
の
礼

拝

を

す

ま

せ

、

一

家
次

序
を

も

っ
て
家

長

に
挨
拶
を

し
ま

す

。
こ
れ
を

「
拝

年

」

と

い

い
ま

す

。

後

漢

の
崔

寔

の

『
四
民
月

令
』

で
は

、
「
君

、
師

、
故

将

、
宗
人

、
父

兄

、
父
友

、
友
親

、
郷
党

の
耆

老

に
謁

賀

す

る
」

こ
と
を

書

い

て
あ

り

ま
す
。
拝
年

は
親

族
お

よ
び

地

域

社

会

と

の
結

び

つ
き

を

確

認

す

る

重
要

な
行

為

で
、
誰
も

欠

か
す

こ
と
は

あ
り
ま

せ

ん

。

し

か

し

、
自

分

で

い
ち

い
ち

回

る

の

は

大
変

な

の
で
、
「
投
刺

」

の
風

習
が
出

て
来

ま

し
た

。
刺

は
名

刺

で
す

。

西

漢

時

代

、
「
名

刺

」

を

一
謁
」
と

言

い
、
東

漢
時

代

に

「
刺

」
を

称

し

ま

し

た

。
す

な

わ
ち

自

分

の
名

前

を

刻

ん
だ
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竹

の
板

で
す
。
「
投
刺

」
と

は
、
他

の
人

に
年
賀

の
名

刺

を
届

け
さ

せ
る

こ
と

で
す

。

宋

の
周

輝

の

『
清
波

雑
志

』

に
は
次

の
よ

う
な
記
載

が
あ

り

ま
す

。

「
至

正
交

賀

、
多

不
親

往

。
有

一
士
人

令

人

持

馬

銜

、

毎

至

一
門
撼

数

声

、
而

留

刺

字

以

表

到

。
有

知
其

誣
者

、
出
視

之

、
僕

云

『
適

巳
脱

篭
矣

。
』
脱

篭
為
京

都
虐

詐
閃

賺
之

諺
語

。
」

さ
ら

に
、

こ
ん
な
笑

い
話

も
出

て
き
ま

す
。

鞘
沈

公
子
遣

僕
送

刺

、
至
英

四
丈
家

、
取
視

之

、

類
皆

親

故

、
因

醉

僕

以

酒

、
陰

以

己

帖

易

之

、
其

僕
不

知

、
至

各
家

偏
投

之

、
而

主
人
之

帖
竟

不
達

。
」

(
宋

・
周
密
著

『
癸
辛

雑
識

』
)
。

(
三
)
中
国

と

日
本

の
正
月

行
事

の
相
違

点

以
上

、
中
国

と

日
本

の
正
月
風

習

の
似

て

い
る
と

こ

ろ
を

紹

介

い
た

し

ま

し

た

が

、

次

に
相

違

点

に

つ
い
て
見

て
み
た

い
と
思

い
ま
す

。

ま
ず

、
中

国

の
旧

正
月

の
行
事

の
大
部

分

が
、

日
本

に
伝

来

し

、

宮

廷

か

ら

民

間

に
ま

で
広

が
り

ま
し

た
が

、
な

ぜ

か
門
神

は

日
本

へ
伝

わ

り
ま

せ

ん

で
し

た

。
神

茶

二
神

も

、
秦

叔

宝

の

二
人

も

そ

う

で
し
た

。
さ
ら

に
、
爆

竹
も
伝

わ

り
ま

せ

ん

で
し

た
。
も

し
当
時

火
薬

が
珍

し
か

っ

た

の
な

ら

、
な

ぜ
明

や
清

の
時
代

に
も

輸
入

し
ま

せ

ん

で
し

た
?

ま

た

、
も

し
火

事

の
こ
と

を

心

配
し

た
と

す
れ

ば

、
な

ぜ
花
火

を
輸

入
し

ま
し

た
?

考

え

て
見

る
と

、
追

儺

・
桃
符

・
門
神

・
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爆
竹

な

ど

の
役

目

は
、
す

べ
て
鬼

や
ら

い
で
す

。
中

国

に
は
次

の
よ
う

な
昔
話

が
あ

り
ま

す
。

む

か
し
む

か
し

、
あ
る
凶

暴

な

「
年
」
と

い
う
野
獣

が

い
ま
し

た

。
「
年

」

は
よ

く

年

末

に
町

に
現

わ
れ

、
人

や
家
畜
を

食

い
ま
す

。
あ

る
年

の
瀬

、
例

年

の

よ

う

に

[
年

」

が

現

わ

れ

、

あ

る
村

に
入

ろ
う
と

し
ま
し

た
。
そ

の
時

、
た
ま

た

ま
村

の
牧

童

が

鞭

で
、

パ
シ

パ

ン
と

音

を

さ

せ

て
遊

ん
で

い
ま

し
た

。
そ

の
音

を
聞

い
た

「
年

」

は

、

驚

い

て
逃

げ

ま

し

た

。

ま

た
別

の
村

に
入

ろ

う
と
す

る
と

、
ち

ょ
う

ど
干

し

て
あ

っ
た
紅

い
衣
裳

が

、
ヒ

ラ

ヒ
ラ
と
風

に
ひ
る
が
え

っ

て

い
ま

し
た
。

こ
れ
を
見

た

夙
年

」
は

、
ま

た
驚

い

て
逃

げ

ま

し

た
。

日
暮

れ

に
な

り

、

さ

ら

に
別

の
村

に
入

ろ
う

と
す

る
と

、
人

家

か
ら

燈
火

の
光

が
漏
れ

て

い
ま

し
た

。
「
年

」

は

そ

の
光

に
も
驚

き
、
と

う
と

う
逃
げ
去

り

ま

し
た
。

そ

こ

で
人

々

は

、

「
年

」

が
音

響

と
紅

色

と

光

と

を
畏

れ

る
こ
と
を

知
り

、
「
年
」

の
害
を

避

け
る

た
め

に
、
門

に
紅
紙

(
春

聨

)

を
貼

り

、
室

内

に
燈

燭
を

と
も

し
、
門
前

で
鞭
炮

を

鳴
ら
す

よ
う

に
な
り

ま
し

た
。

こ

の
昔
話

の
と

お
り
中

国

の
正
月

は

一
時

は
確

か

に
鬼

や
ら

い
の
行
事

で
し
た
。

と

こ
ろ
で
、
日
本

人

の
鬼

・
妖

怪

・
神

の
観
念

は

ど

う
だ

っ
た

で

し

ょ
う

か
。

当

セ

ン
タ

ー

の
中
西

進
教
授

は

、
「
『
万
葉

集

』

で
は
霊
魂

を

意

味

す

る

「
息

」

と

い
う
字

を

「
も

の
」

に
当

て
て

い
ま
す

。
今

日
わ
れ

わ
れ

は

「
鬼
」

に

「
お

に
」
を
当

て
ま

す
が

、

「
お

に
」
と

は
漢

字

の

「
隠

」
を

日
本

語

ふ
う

に
発

言

し

た
言
葉

で
す

か
ら

、
こ
れ

は
隠

れ

て

い
て
ふ
し

ぎ

な
働

き
を

す
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る
も

の
の
こ
と
を

鬼
と
考

え

た

の
だ
と

思
わ
れ

ま
す

。
し

た
が

っ
て
、
「
鬼

」

の
よ

う

な

隠

れ

た

霊

魂

の
働

き
、

こ
う

い
う

も

の
を

「
も

の
」
と
古
代

人

が
呼

ん
だ
と

い
う

こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
」

(
『
古

典

と

日
本

人
』
)
と
言

っ
て
お
ら

れ
ま
す

。

ま

た
河

合

隼

雄

教

授

も

、
「
鬼

は

人

間

を

食

っ

た

り
も

す

る
存
在

で
あ

る
が

、
西
洋

に
お

け
る
悪
鬼

と

は
異

な

っ
て

、
も

っ
と

多

義

的

、

多

面

的

な
存

在

で
あ

る
。
」
(
『
昔

話
と

日
本
人

の
心

』
)

と
書

い

て
お
ら

れ

ま
す

。
私

は
ま

っ
た

く

同

感

で
す

。
例

え
ば

、
日
本

人

の
な

じ

ん
だ

妖
怪

山

姥

は

、
対

立

す

る

二

つ
の
性

格

を

持

っ
て

い

ま
す

。

一
つ
は
人
間

を
捕

え

て
食

べ
て
し

ま
う
と

い
う
恐

ろ

し

い
属

性

で
、
も

う

一
つ
は
、

時

と
場
合

に
よ

っ
て
、
人

々
に

「
富

」
を

授
与

し

た

り

、
危

険

を

救

っ
た

り
す

る
と

い

う
属

性

で

す

。
有
名

な
金

太
郎

も
、
伝

説

に
よ
れ
ば

足
柄
山

の
山

姥

に
よ

っ
て
育

て
ら
れ

た

と

さ
れ

て

い

ま
す

。
日
本

で
、
最
初

に
文

献

に
幽

霊

が
登
場
す

る

の
は

、
平

安

時

代

の
弘

仁

年

間

(
八

一
〇

～

八

二

四
)
に
成
立

し

た
仏

教

説
話
集

『
日
本
霊

異

記
』

で
し

た

。

そ

こ
に
登

場

す

る
幽

霊

の

性

格

は

、
本
来

哀

れ
む

べ
き

な
も

の

で
、
場
合

に
よ

っ
て
恐

ろ

し

い
存
在

で
は
あ

っ
て
も

、
人

間

に
危

害

を
加

え

る
も

の

で
は
な

い
よ
う

で
す

。

日
本

人

の
幽

霊

に
対

す

る
感

情

は

、
中

国

人

の
そ
れ
と

違

っ
て
、
そ
ん
な

に
恐

く
な
く

、

い
や

ら
し
く

も
あ

り
ま

せ

ん
。

江
戸
時

代

の

『
牡

丹
燈

篭
』

は
中
国

の

『
牡

丹

燈

記

』

の
翻

案

で
す

け

れ

ど

、

浅

井

了
意

が

省

略

し

た
と

こ
ろ

は
、
道

士

が
幽

鬼
退
治

に
活

躍
す

る
部
分

で
す

。
道
士

に
責

め

さ

い
な

ま

れ

、
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地

獄

へ
追

放

さ
れ

る
罪
人

と
し

て
の
幽
鬼

は
、
日
本

人

に

は
ま

っ
た

く

馴

み

の
な

い
も

の
な

の

で
す
。
『
牡

丹
燈

篭
』
を

通
じ

て
、
両
国

の
幽
霊

観

と
他

界
観

の
相
違

点
が

か

な

り

よ

く

わ

か

り

ま
す
。

ま
た
、
中
国

の
妖

怪

は

つ
ね
に
妖
怪

で
あ

り
、

決

し

て
神

と

な

る

こ
と

は

な

く

、

神

は
常

に

妖

怪

に
対

立

し
た
存

在

で
す

。
し

か
し

、
日
本

人

の
神
観

念

で
は
、
「
神
」

と

さ

れ

て

い
た

も

の

が

「
妖

怪

」
化

し

た
り

、
「
妖
怪
」

で
あ

っ
た
も

の
が

■
神
」

に
な

っ
た

り

し

ま

す

。

大

変

可

変

性

に
富

ん
だ
性

格
を

示

し

て
い
ま
す

。
柳

田
国
男

の

言

っ
た
通

り

、
妖

怪

と

は
正

に

「
信

仰

が

失

な
わ

れ

、
零
落

し

た
神

々

の
す

が
た
」
な

の
で
す

。

も

う

一
つ
例
を

申

し
上
げ

ま
す

と
、
中
国

で
記

念

写
真

を

撮

る
際

、

三

人

の
場

合

、

普

通

は

立

場

の
上

の
方

を
真

中

に
し
ま
す

。
し

か
し

日
本

で
は
真

中

に
立

つ
こ
と
が

い
や
が

ら
れ

ま

す

。

そ
れ

は
寿

命

を
縮
め

る

か
ら
だ

そ
う

で
す

。
お

そ

ら

く

写
真

を

撮

ら

れ

る

こ
と

が

、

魂

を

奪

わ

れ

て
し

ま

う
と

い
う
考

え
方

に
よ
る

の
で
し

ょ
う
。

そ

し

て

さ

ら

に

三
人

が

並

ぶ

と

、
ち

ょ
う

ど
仏
像

の
三
尊
を
連

想
す

る

か
ら
だ

と
思

わ
れ

ま
す

。

つ
ま

り

三
尊

の
真

中

は
如

来

で
、

如

来

は

ホ
ト
ケ

で
あ

り
、
死
者

に
通
ず

る
と
解

釈

さ
れ

る

か

ら

で
す

。

ホ

ト

ケ
様

で

さ

え

、
神

と

死

者

の
二
重

の
役
を

果

た
し

て

い
ま
す

か
ら

、
日
本

の
神

々

の
複

雑

多

様

な

姿

も

推

し

て
知

る

べ

し

で
す

。
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以
上

の
よ

う

に
、
神
妖

鬼
怪

に
対

す

る
複
雑

な

感
情

を

持

つ
日
本

人

は

、

お
正

月

に
中

国

人

の
よ
う

に

一
生

懸
命

鬼
を

拂

う
意
味

が

な
か

っ
た

の

で
し

ょ
う

。

こ

の
感

覚

は

、
中

国

の
門

飾

の
影
響

を
受

け
た

門
松

に
も
反

映

さ
れ

て

い
る
と
思

い
ま

す

。

日
本

の
門

飾

は
中

国

の
よ

う

に

恐

ろ
し

い
鬼
を

拂

う
も

の
が
な

い
ば

か

り

で
な

く
、

め

で
た

く
清

々

し

い
海

産

物

と

果

物

が

た

く
さ

ん
飾

っ
て
あ

り
ま
す

。
以
上

の
こ
と
か

ら
考

え

て
、

日
本

の
正

月

の
行

事

は

祖

先

と

神

仏

礼

拝
を
中

心
と

す

る
行
事

だ
と

い
え
る

の

で
は
な

い

で
し

ょ
う

か
。

次

に
、
正
月

に
祭

ら
れ

る
神

様

に

つ
い

て
見

て
み

ま
し

ょ
う

。
中

国

で

は
外

か

ら

来

る
神

も

祭

り

ま
す

け

れ
ど

、
主

に
竈

の
神

を
祭

り
ま
す

。
竈

神

の
性

質

に

つ
い

て

、
お

お

む

ね

三

つ
の

見

方

が
あ
り

ま
す

。

一
つ
は

、
「
炎
帝

は
火

を
於

す

、
死

し

て
竈
と
為

る
」
(
『
淮

南
子

』
)
、
一
帝

は

炎
帝

、
神

は
祝
融

、
祀

は
竈

」
(
『
呂
氏

春
秋

』
)
な

ど

に
よ

る

「
火
神

」
説

で
す

。

二

つ
目

は

、

竈

は

日
常

生
活

に
も

っ
と
も

関
係

の
深

い
と

こ
ろ
か
ら

、
『
礼

記
』

に

「
夫

れ

奥

は

老

婦

の
祭

な

り
」
と

あ

る
老

婦

が
竈
神

本
来

の
姿

で
あ

る
と

す

る

「
家

族

神
」
説

で
す

。
『
礼

記

』

の

「
奥

」

は

、
「
竈
」
と
解

し

て
い
ま
す

。
三

つ
目

は
両
者

を

折
衷

し

た
説

で
す

。
十

二
月

二
十

三

、

二
十

四

日

に
は

(
梁

の
時

に
は
十

二
月

八

日

で
し

た
)
、
竈
神

は
天

に
昇

り
、
天
帝

に
そ

の

一
家

の
過

失
を

報
告
す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま
す

。
だ

か
ら

こ

の

日

に

は

、
家

族

全

員

で
豚

酒

を

も

っ
て

送

り
出
し

ま
す

。
す

な

わ
ち
竈

神
祭

で
す

。
食
物

は

い

ろ

い

ろ
あ

り
ま

す

が

、

一
番

大

事

な

も
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の
は
、
か
た

み
ず
あ

め

の
供
薦

で
す

。
歯

に
か

た

く

粘

り

つ
く
あ

め

の

こ
と

で
、

「
其

の

(
竈

神

の
)
口

に
膠
し

て
、
言

う
を

得
ざ

ら

し
む
」

(
『
清

嘉

録

』
)

と

い

い

、
「
竈

神

の
歯

を
粘

ら

せ

て
、
人

の
間

の
是
非

を
説

わ
し

む

る
勿

れ
と

謂

う
」
(
『
遂
寧

県
志
』
)
と
あ

り

ま

す

。

す

な

わ

ち

一
家

の
悪

口
を

言
わ

せ
な

い
よ

う

に
願

う
気
持

が

込
め

ら

れ

て

い
る

の

で
す

。

し

か

し

「
歯

を

粘

ら
せ

て
」
し
ま

っ
て
は
、
悪

ロ
が
言

え
な

い
と

同

時

に
、

称
讃

の
言
葉

も

言

え

な

く

な

っ
て

し

ま
う

で
し

ょ
う

。

竈
神

は
大

晦

日

の
晩

に
返

っ
て
来

ま
す

の
で
、
除

夕

の
夜

に
竈

神

を

迎

え

ま

す

。

と

言

う

こ

と

は

、
こ

の
神

は

一
年

に
こ

の

一
週
間
だ

け
家

に

い
な

い

こ
と

が

わ

か

り

ま

す

。

言

い
換

え

れ

ば

、
竈

神

は

そ

こ
の
家

に
永

住
し

て
お

り
、

そ

の
恩
恵

に

よ

っ
て
家

族

生

活

が

成

り
立

っ
て

い

る
と

言
う

こ
と

で
す
か

ら

、
家
族

の
安
全

と

繁
栄

を

も

た

ら
す

守

護

神

的

属

性

を

も

っ
て

い

る

と
言

え
ま
す

。

日
本

の
竈
神

に
関
す

る
行
事

は
、
竈
祓

と

元

日

の
初
竈

が

あ
げ

ら
れ

ま

す

。

し

か

し

、
中

国

の
よ
う

に
盛

ん

で
は
な
く

、
ま
た
正
月

に
祭

ら

れ

る
対

象

で
も
あ

り
ま

せ
ん

。

と

こ
ろ
で
、

日
本

の
年

神

は
ど

こ
か

ら
来

る

の

で

し

ょ
う

か

。

日
本

の
伝

承

に
よ

る

御

年
神

は
、
陰
陽
道

の
歳

徳
神

と
合

体
し

、
さ
ら

に
祖
先

の
霊

が
加

え
ら

れ

て
、

年

神

と

い
う

新

た

な

霊

魂

に
統

一
さ
れ

た
と
考

え

ら
れ
ま
す

。
宝
歴

三
年

の

『
隻

繼

輪

』

に
は

次

の
よ

う

に
書

い

て
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あ
り

ま
す

。
「
こ
の
神

、
陰
陽
家

の
説

は
頗
利

才
女

な

り
、
す
な

わ
ち
牛

頭
天

王

の
妃

な

り

と

云

云
、
頗
利

才
女

の
社

は
高
辻

通
り
室

町

の
西

に
あ
り

、

神

書

に

こ
れ

稲

田
姫

を

祭

る

神

宮

な

り

と

い

へ
り

、
洛

東
祇

園

牛
頭

天
王

は
素
盞
鳴

尊

に
し

て
、
稲

田

姫

は

す

な

わ

ち

そ

の
妃

な

り

、

し
か
れ

ば
陰

陽
家

の
説

と

神
書

の
説

、
そ

の
い
ふ
と

こ
ろ
は
異

に
し

て
、
意

は

一
致

な

り
。
」

注

意
す

べ
き
点

は
、

日
本

の
年

神

は
元
旦

に

撒
恵

方

」

か

ら

来

る
と

い
う

こ
と

で
す

。

伝

承

に
よ

り
ま
す

と

、
日
本

の
神

は
常
在

は

し
ま
せ

ん
。

も

し

長

期

に
わ

た

っ
て

一
ケ
所

に
止

ま

る

時

に
は

、
そ

の
神

は
福

神

か
ら
祟
神

に
変

わ

り
ま
す

。
滞

在

は

一
定

の
期

間

だ

け

で
、

こ

の
期

間

は
客
神

と
し

て
で
き

る
だ

け

の
接

待
を

し
ま
す

。
神

迎

え
と

神

送

り

は
き

わ

あ

て
短

い
期

間

内

に
執

り
行
わ

れ
ま

す
が

、
そ

の
重

要

な
理
由

は
、

幸

せ
を

も

た
ら

す

神

が

た

ち

ま

ち

不

幸

を

も

た
ら
す

神

へ
と
変

化
す

る

こ
と
を

恐
れ

る
か
ら

で
す

。
年

が

ら
年

中

家

族

と

一
緒

に
暮

ら

す

中
国

の
竈

神
と

違

っ
て
、

日
本

の
歳
徳
神

は
人

間

の
世

界

に
来

訪

す

る
神

だ

と

言

え

る

で
し

ょ

う
。続

い

て
、
正
月

の
門
飾

り

に

つ
い

て
見

て
み

ま

し

ょ
う

。
両

国

の
共

通

点

と

し

て

は

、
共

に

松
や

柏

の
枝

、
あ

る

い
は
松

竹
梅

を
飾

り
ま
す

。
ま

た

、
蜜

柑

(
桔

)

や
柿

を

飾

る
点

も

一
緒

で
す

。
そ

の
理
由

は

、
中

国

語

で

「
柏

」
と

「
百
」
、
「
柿

」
と

「
事

」
、
「
桔

」
と

「
吉

」

の
発

音

が

そ
れ

ぞ
れ
似

て
お
り

、
「
百
事

吉
」
と

い
う
意

味

に
な

る
か

ら

で
す

。
ま
た

日
本

の
橙
飾

り
は
、
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「
橙

」

の
音

が

「
代
代

」
と

、
「
柿

」
の
音

が
萬
物

を
掻

き
取

る
意
味

の

「
嘉

来

」

の
音

に
通

じ

、

縁
起

の
良

い
も

の
と
見

做

さ
れ

て
い
る
か

ら

で
す
。

相
違

点
と

言

え
ば
、

日
本

の
門
飾

り

に
は
昆

布
や

海

老

な

ど

の
海

産

物

を

飾

る

こ
と

で
す

。

海

老
、
特
伊

勢
海

老

の
姿
態

は

い
か

に
も
長

寿
を

保

つ
翁

の
よ
う

で
す

し
、
「
伊

勢
」
と

「
威
勢
」

と

の
発
音

も
合

致

し

て

い
て
喜

ば

れ
ま
す

。

ま
た
結

昆

布

も

睦
月

(
む

つ
き

)

の
悦

(
よ

ろ

こ

ぶ
)
と
通

じ

て
い
ま
す

。
よ
く
見

る
と

、
海
老

や
昆

布

だ

け

で
な

く

、
注

連

縄

や
幸

木

に
も

魚

類

や
海
藻

が
た

く
さ

ん
飾

ら
れ

て
お

り
、
さ

ら

に
喰

積

の
料

理

は

ほ

と

ん

ど

海

産
物

で
す

。

に

し

ん

の
腹

子

で
あ

る
数

の
子

は

、
多

産

で
子
孫

繁
栄

を

意

味

し

、

熨

斗

鮑

は

長
生

不

死

の
意

味

が

あ

る
そ
う

で
す
が

、

こ
れ

ら
す

べ
て
は
、
「
海
幸
」

惴
山
幸

」

に
恵

ま

れ

て

い
る
島

国

日
本

獨

特

の
自
然

風
土

の
反

映
と
考

え

ら
れ

ま
す

。

話

は
ま

た
屠
蘇

酒

に
戻

り
ま
す

が

、
中

村
喬

教
授

の

『
中
国

の
年
中

行
事

』

に
よ

り

ま

す

と

、

屠

蘇
酒

の
渡
来

し

た
当
初

は

、
中

国

の
処
方

の
ま

ま

行

な

わ
れ

て

い
た

よ

う

で
す

。

た

だ

烏

頭

は
除
外

さ
れ

ま

し
た
。
と

言
う

の
も

、
烏

頭

が
猛
毒

で
、

そ
の
処
方

が
困

難
だ

っ
た
か

ら

で
す

。

『
安

斎
随
筆

』

に
、
江

戸

の
天

明

三
年
正

月

、
少

し
医

薬

の
心
得

の
あ

っ
た
加

藤

佐

渡

守

の
料

理

人

が
、
古

書

に
従

っ
て
屠
蘇

を

つ
く

り

、
同

役
と

飲

ん
だ

と

こ
ろ

、
両

人

と
も

悶

死

し

た
と

あ

り

ま
す
。
そ

の
処
方

書
を

見

る
と

、
烏

頭

の
名

が
あ

り
ま

す

。

し

か

し

民

間

で
は

し
だ

い
に
変
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化

し
、
昨
今

の
屠
蘇

は
山

椒

・
桔
梗

・
防

風

・
白
ホ

ま

で

は
古

来

の
ま

ま

で
す

が

、

こ
れ

に

丁

字

・
陳
皮

・
茴
香

を
加

え

て

い
る

そ
う

で
す
。
考

え

て
見

る
と

、

除

外

さ

れ

た

大
黄

は

お
腹

を

こ
わ
し
や
す

い
も

の
で
、
加

え
ら

れ
た
陳

皮

や
茴
香

は
と

も

に
胃

腸

に
よ

い
薬
草

で
す

。

こ
う

し

た
と

こ
ろ

に
も

、

日
本

文
化

は

よ
く
外

来

文
化
を

吸

収

し
、

自

国

の
自

然

、
気

候

、

風
習

な

ど
と
合

わ

せ

て
、
改
造

や
加

工
を
す

る

と

い
わ
れ

る
特

徴

が

表

わ

れ

て

い
る

と

言

え

る

で
し

ょ

う

。
日
本

の
正

月

に
爆
竹

は
受

け
入

れ

ら
れ

ま
せ

ん

で
し

た
が

、

一
月

十

四

日

の
左

義
長

と

い

う
行
事

が
あ

り

ま
す

。
左

義
長

は
本

来

三
本

の
竹

ま

た

は
木

を

結

び

、

三

脚

に
し

て
立

て

て
焼

き
ま

す
。

こ
の
行
事

の
行

わ
れ

る

日
と
竹

の
爆
発
す

る
音

な

ど

を

考

え

ま

す

と

、
左

義

長

は

日

本

の
爆
竹
行

事

だ
と
見

る

こ
と
も

で
き

る

で
し

ょ
う

。

ど

こ

の
国

の
文
化

も
土

着
性

を
無

視

で
き

ま
せ

ん
し

、
風

土

的

条

件

に
よ

っ
て
大

き

く
規

定

さ
れ

ざ
る
を

得

ま
せ

ん
。
中

日
両
国

の
正

月

風
習

の
相

違

を

見

る
際

に
は

、

こ

の

日
本

の
風

土

条
件

を
考
慮

し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
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***発 表 を 終 え て***

正月の風習は、民族文化 の一部分で、正月の特定

の期間で人間と自然、人間と人間、人間 と自分 の心

理など、三つの関係の総合反映であり、又、各民族、

各人類群体の文化深層構造 の集中的な表 しで もある。

だか ら、正月を含む民族文化を研究す る時、全人類

の立場のうえで、各民族・各人類群体の民族文化を研

究するのは、とて も必要である。特に、中日両国の

風習は、二千年以上の文化交流の中で、相互影響、

相互融和をしたか ら、このような比較研究 は、 もっ

と意味がある。だか ら、今日私はこの 『正月の風習一

中国 と日本』 というテーマを選んで、皆様の ご教示

を頂 きたい。

お忙 しいところをわざわざフォー ラムに参加 して

来 られた各界の友人に感謝の意を申し上げる。発表

と討論の時間が長かったけど、嬉 しく思 う。 なぜか

というと、私たちの話 し合 った内容 は、すべて身近

などなたでも経験 していることである。風習 と風習

の交流であり、心 と心の交流でもある。

発表を終えたが、まもなく私 は日文研 での一年 の

共同研究をも終えて、中国で1991年 のお正月を

迎えて行く。この機会に当たって、国際日本文化研

究センター在勤中、公私 とも格別の ご厚情を賜 った

梅原猛所長、研究部の教官、管理部の方 々に厚 くお

礼を申 し上げます。

ゐ理風
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日文研 フォー ラム開催一覧

r

回 年 月 日

、

発 表 者 ・ テ ー マ

i
62.10.12

(1987)

アレッサ ンドロ ・バ ロータ(ピ サ大学助教授)

AlessandroVALOTA

「近代 日本の社会移動 に関す る一、二 の考察」

2
s2.i2.ii

(1987)

エ ンゲルベル ト・ヨリッセン(日 文研客員助教授)

EngelbertJORIﾟEN

「南蛮時代の文書 の成立 と南蛮学 の発展」

③
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプソン(大 阪大学助手)

LeeA.THOMPSON

「大相撲 の近代化 」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マライー二(日 文研客員教授)

FoscoMARAINI

「庭園 に見 る東西文 明のちがい」

0
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChil

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハ ル ト(ウ ィー ン大学教授)

SeppEINHART

「近世 後期 日本の遊 び一拳を中心 に一」

O
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イ ピァ(テ キサス大学助教授)

SusanNAPIER

「近代 日本小説 における女性像 一現実 と幻想 一」

⑧

丶

63.12.13

(1988)

ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)

JamesC,DOBB工NS

「仏教 に生 きた中世 の女性 一恵信尼の書簡 一」
ノ



⑨

〆

元.2.14

(1989)

、

厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治日本」

0
元.4。11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪
元.5。9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教 授)

SuzanneGAY

「中世京都 における土倉酒屋 一都市社会の自由とその限界 一」

0
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都 工芸繊維大学助教授)

HSIAGang

「イ ンタビュー ・ノンフィクションの可能性 一猪瀬

直樹著 『日本凡人 伝』を手掛 りに一J

0
元.7.11

(1989)

エル ンス ト・ロコバ ント(東 洋大学助教授)

ErnstLOKOWANDT

「国家神道を考え る」

⑭
元.8.8

(1989)

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研 究の問題点」

15
元.9.12

(1989)

ハル トムー ト0 .ロ ーターモン ド(フ ランス国立高等研究院

教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期における疱瘡神 と疱瘡絵 の諸問題」

⑯
元.10.3

(1989)

汪 向榮(中 国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員

教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期日本に来た中国人」

元,11.14

(1989)

ジェフ リー ・ブロー ドベ ン ト(ミ ネソタ大学助 教授)

JeffreyBROADBENT

「地域開発政策決定過程 を通 してみた日米 社会構造 の比較」
ノ



⑱

!

一
兀.12.12

(1989)

、

エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研究所助教授)

EricSEIZELET

「日本の国際化 の展望 と外 国人労働者 問題」

0
2.1.9

(1990)

ス ミエ ・ジョー ンズ(イ ンディアナ大学準教授)

SumieJONES

「レ トリックとしての江戸」

⑳
2.2.13

(1990)

カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)

CarlBECKER

「往生一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4.10

(1990)

グラン トK.グ ッ ドマ ン(カ ンザス大学教授 ・日文研客

員教授)

GrantK.GOODMAN

「忘 れられた兵士 一戦争 中の日本 に於 けるイ ンド留学生」

22
2.5.8

(1990)

イアン ・ヒデオ ・リービ(ス タンフォー ド大学準教授 ・

日文研客員助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人麿 と日本文学 における『独創性 』について」

23
2.6.12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助 教授)

LiviaMONNET

「村上春樹:神 話 の解体」

⑳
2.7.io

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院 日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇と漱石の悲劇一文化伝統か らの一考察一」

⑳
2.9.11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学 日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗一中国と日本」

62

丶

2.10.9

(1990)

ケネス ・クラフ ト(リハイ大学助教授)

KennethKRAFT

「現 代 日本 における仏教 と社 会活動」
ノ



72

r

2.11.13

(1990)

、

アハ マ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講 師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエ ジプ トのべーバ ルス王伝説 における主従関係

の比較」

⑱
3.1.8

(1991)

カレル ・フィア ラ(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員

助教授)

KarelFIALA

「言語学か らみた『平家物語 ・巻一』の成立過程」

29
3.2.12

(1991)

ア レクサ ン ドルA.ド ー リン(ソ 連科学 アカデ ミー東洋学

研究所上級研究員)

AleksandrA.DOLIN

「ソビエ ットの 日本文学翻訳事情 一古典 か ら近代 まで一」

30
3.3.5

(1991)

ウィーベP.カ ゥテル ト(ワ ーゲニ ンゲ ン大学研究員)

WybeP.KUITERT

「バ ロック ・ヨーロッパの 日本庭 園情報
一ゲオルグ ・マイステルの旅 一」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メラノヴィッチ(ワ ルシャワ大学教授 ・日文

研客員教授)

Mikoi'ajMELANOWICZ

「ポーラン ドにおける谷崎潤 一郎文学」

32
3.5.14

(1991)

ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラリア国立

大学 リサーチ フェロー ・日文研客員助教授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三百年前 の京都 一ケ ンペルの上 洛記録 」

⑳
3.6.11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ(ジ ャワハ ルラール ・ネール大学教授 ・

日文研客員教授)

Satya.B.VERMA

「イ ンドにおける俳句」

43

㌧

3.7.9

(1991)

ユルゲ ン ・ベル ン ト(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
o●

J�genBERNDT

「ドイッ統合 とベル リンにおける森 鴎外記念館」
ノ



⑳
3.9.10

(1991)

、

ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助教授)

DonaldM.SEEKINS

「忘れ られたアジアの片隅 一50年 間の 日本 とビルマの関係」

36
3.10.8

(1991)

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌における日本人のイメージ」

⑳
3.11.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授・日文研来訪研究員)

SHINYong-tae

「日本語の起源
一日本語・韓:国語 ・甲骨文字との脈絡を探 る一」

38
3.12.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代 日本佛教における韓国佛教の役割」

39
4.1.14

(1992)

サウィ トリ・ウィシュワナタ ン(デ リー大学 教授 ・

日文研客員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イ ンドは日本 か ら遠 い国か?一 第二次 大戦 後の

国際情勢 と日本 のイ ン ド観の変遷 一」

40
4.3.10

(1992)

ジャン=ジ ャック ・オ リガス

(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)

Jean-JacquesORIGAS

「正岡子 規 と明治 の随筆」

41
4.4.14

(1992)

リブシェ ・ボハ ーチコヴァー(プ ラハ国立博 物館 日本 美術

元 キュ レーター ・日文研客員教授)

LibuseBOHﾂCKOVﾂ

「チェコスロバキアにおける日本美術」

4.5.12

(1992)

ポール ・マッカーシー(駿 河 台大学教授)

PaulMcCARTHY

「谷崎文学 の 「読 み』と翻訳:ア メ リカにおける

最近 の傾向」
ノ



43
4.6.9

(1992)

G.カ メロン ・バース ト皿

(ニ ューヨーク市立大学 リーマ ン広 島校学 長 ・

カンザス大学東 アジア研究所長)

G.CameronHURST皿

「兵法か ら武芸へ 一徳川 時代における武芸 の発達 一」

○は報告書既刊
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編

先合問
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1992年12月5日

国際日本文化研究センター

京都市西京区御陵大枝山町3-2

電話(075)335-2048

国際日本文化研究センター

管理部 ・研究協力課
***

国際日本文化研究センター







■ 日時

1990年9月11日

午後2時 ～4時

■ 場所

国際交流基金 京都支部
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